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【届出Webシステムの利用時間について】
当システムのご利用時間は、6時から23時までです。
23時から6時までは本体データベース連携のために届出（報告）
受付を停止しております。

メンテナンス等により利用できない場合があります。その際は
「お知らせ」に記載しますので御確認下さい。



◆はじめに
▌主な特徴

①複数頭の牛の届出情報を一括で入力し、届出（送信）できます（最
大500頭まで）

②牛の届出情報をCSVファイルで取り込むことができます

③出生、異動の届出に加え、市場取引や輸入及びとさつの届出がで
きます

④耳標の再発行請求ができます
⑤届出した内容の修正請求ができます

⑥自身が繋養している牛の情報や在庫耳標の番号を確認することが
できます

⑦登録・エラーの内容をメールでお知らせするとともに、画面上で確認
しダウンロードすることができます

⑧タブレットやスマートフォンでも利用できます

▌動作環境

対応ブラウザ

①Internet Explorer 11以上

②Safari5.1.7以上

③Google Chrome32以上

④Microsoft Edge（一部の表示で文字化けする恐れがあります）
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◆システムの起動

①牛の個体識別情報検索サービスにアクセスし、「届出Webシステム」
欄のボタンをクリックします。
URL：https://www.id.nlbc.go.jp/

②届出Webシステムログイン画面が表示されます。
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◆ログイン画面の説明

1

2

3

4 5

№ 項目 説明

1 農家コード このシステムを利用する方（農場等）の農家コード
（10桁）を入力します

2 パスワード メールでお知らせしたパスワード（4桁）を入力しま
す

3 ログイン 農家コード、パスワードを正しく入力した後クリック
すると、システムを利用することができます

4 初めてご利用の方へ このシステムを初めて利用する方は、こちらをク
リックします（次ページ参照）

5 パスワードをお忘れの方 パスワードを忘れた場合は、こちらをクリックしま
す（11ページ参照）
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【ご注意ください】
（１）№1、2の入力は、半角の数字で行ってください。

（２）同日中に3回ログインに失敗した農家コードではログインはできません。
翌日になりますと再びログインできるようになりますが、お急ぎの場合は
家畜改良センターへお問い合わせください（お問い合わせ先はこのマ
ニュアルの裏表紙をご覧ください）。



◆初めて利用する場合

▌農家の方

②あなたの農家コード、現在農場で飼養している牛の個体識別番号、
メールアドレスを入力し、「登録」をクリックします。

確認のため、「メールアドレス」
で入力したアドレスを再度入
力してください
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出生、転入の届出が済んでい
る牛の個体識別番号を入力し
てください

※農協、家畜市場、と畜場等、牛を飼養していない方については、9ページを
ご覧ください。

※現在牛を飼養しているものの、新規就農等で届出をまだ行ったことがない
方は、はじめに電話音声応答（CTI）システムから1頭転入の届出を行ってく
ださい。個体識別番号検索で登録されたことが確認できましたら、利用登
録を行ってください。

①届出Webシステムログイン画面を表示し、「初めてご利用の方へ」を
クリックします。

【ご注意ください】
農家コード、現在飼養している牛の個体識別番号の入力は、半角の数

字で行ってください。
メールアドレスの入力は、半角で行ってください。



③以下の画面が表示されますと、利用登録完了です。メールでお送り
するパスワードを使って、ログインできます。
「ログイン画面に戻る」をクリックすると、ログイン画面に戻ります。
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なお、メールはこのような内容です。

【ご注意ください】
パスワードはそのまま使い続けることもできますが、セキュリティ確保の

ため、変更されることをおすすめします。
パスワードの変更手順は、本マニュアルの６０ページを参照してください。

迷惑メールの受信拒否設定や、指定したドメイン以外届か
ないよう設定されている場合はid@nlbc.go.jpを許可してくだ
さい。また、一部のメールサービス（yahoo等）は、メールが
届くまでしばらく時間を要する場合があります。



①７ページの②の画面を表示し、「様式」をクリックします。

②利用申込様式（Wordファイル）がダウンロードされますので、必要事
項を記入し、以下へお送りください。

▌農協、家畜市場、と畜場等、牛を飼養していない方が初めて利用す
る場合

【利用申込書送付先】
●メールの場合

id@nlbc.go.jp
●郵送の場合
〒961-8511 福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原1
（独）家畜改良センター個体識別部 あて

③家畜改良センターで受付、内容を確認後、利用登録を行いメールで
パスワードをお送りします。

9

こちらをクリックしてください



パスワードを通知するメールが届かない場合は、入力したメールア
ドレスが誤っている場合が考えられますので、家畜改良センターへ
お問い合わせください。

また、迷惑メールの受信拒否設定や、指定したドメイン以外届かな
いよう設定されている場合はid@nlbc.go.jpを許可してください。
なお、一部のメールサービス（yahoo等）は、メールが届くまでしばら
く時間を要する場合があります。

▌利用登録の際の留意事項
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【お問い合わせ先】

TEL：0248-48-0596
E-mail：id@nlbc.go.jp

（メールを送られる際は、お名前、農家コード、お電話番号もお知らせください）

〒961-8511
福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原1番地
（独）家畜改良センター 個体識別部



◆パスワードをお忘れの方

①ログイン画面の「パスワードをお忘れの方」をクリックしてください。

パスワードを忘れた場合は、以下の手順で仮パスワードの発行の操
作をお願いします。

②農家コード、登録したメールアドレスを入力し、「仮パスワードの発
行」をクリックしてください。

③以下のような画面が表示され、仮パスワードが発行され、登録した
メールアドレスあてに送信されます。
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迷惑メールの受信拒否設定や、指定
したドメイン以外届かないよう設定さ
れている場合はid@nlbc.go.jpを許可

してください。また、一部のメール
サービス（yahoo等）は、メールが届く

までしばらく時間を要する場合があり
ます。

登録アドレスと異なるアドレスを入力した場合、仮パスワードは発行さ
れません。登録アドレスをお忘れの方は、家畜改良センターまでお問
い合わせください（お問い合わせ先はこのマニュアルの裏表紙をご覧
ください）。
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№ 項目 説明

1 ログアウト ログイン画面に戻ります。

2 農家コード ログイン中のユーザーの農家コードを表示します。

3 名称 ログイン中のユーザーの名称を表示します。

4 届出ボタン 以下の5種類のうち、ユーザーが利用できる届出
のページへ移動します。
「出生」→出生の届出のページへ移動します。
「異動」→異動の届出のページへ移動します。
「家畜市場」→家畜市場取引の届出のページへ

移動します。
「と畜場」→と畜場の届出のページへ移動します。
「輸入」→輸入の届出のページへ移動します。

（本マニュアルの「◆届出画面の説明」ページ参
照）

5 本日受付したデータ 上のボタンの届出に応じた本日受付したデータ
のページへ移動します。（本マニュアルの「◆本
日受付したデータ」ページ参照）

6 耳標再発行 耳標再発行のページへ移動します。（本マニュア
ルの「◆耳標再発行のページの説明」ページ参
照

1

2

3

5

4
6

7
8 9 10

◆トップ画面の説明



トップ画面の説明

№ 項目 説明

7 修正 修正請求のページへ移動します。（本マニュアル
「◆修正請求のページの説明」ページ参照）

8 届出内容確認 届出内容確認のページへ移動します。（本マニュ
アル「◆届出内容確認」ページ参照）

9 ユーザー情報の確認・変更 ユーザー情報の確認・変更のページへ移動しま
す。（本マニュアル「◆ユーザー情報確認・変更」
ページ参照）

10 繋養および在庫耳標一覧 繋養および在庫耳標一覧のページへ移動します。
（本マニュアル「◆繋養および在庫耳標一覧の
ページ画面の説明」ページ参照）
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【ご注意ください】
◆耳標再発行と繋養および在庫耳標一覧は、家畜市場、と畜場、輸入で
はお使いいただけません。

◆修正の請求は、出生、異動のみ可能です。



◆届出画面の説明
出生の届出のページ画面

№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

4 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

5 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。

6
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出生の届出のページ画面

№ 項目 説明

6 一行取消 選択中の行を削除します。

7 農家コード 届出する農家コードを表示します。個体識別番号
から種別までのいずれかのデータを入力した行に
№2で表示されている農家コードが自動入力され
ます。

8 個体識別番号 届出する牛の個体識別番号を入力します。№13
に表示されている個体識別番号をクリックすると、
自動入力されます。
また、キーボードから直接入力もできます。

9 出生年月日 届出する牛の出生年月日を西暦で入力します。ク
リックするとカレンダーが表示されますので、日付
を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

10 雌雄の別 届出する牛の性別を入力します。プルダウンで選
択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

11 母牛個体識別番号 届出する牛の母牛の個体識別番号を入力します。

12 種別 届出する牛の種別を入力します。プルダウンで選
択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

13 未装着耳標一覧 №2で表示されている農家コードに配付されている
未装着耳標を表示します。耳標番号順、拡大4桁
番号順、発行日順を選択し、「表示切替」をクリッ
クすると、表示順序を変更できます。
表示されている個体識別番号をクリックすると、
№8に自動入力されます。

14 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

15 読み込み様式のダウンロー
ド

№14で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。
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出生の届出のページ画面

№ 項目 説明

16 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

17 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。

18 前500件、次500件 未装着耳標一覧は500件ごとに表示し、表示対象
が500件を超える場合は、このボタンをクリックす
ることで表示内容が変わります。

16

【ご注意ください】
（１）キーボードからの直接入力は、半角の数字で行ってください。
また、年月日入力は半角の数字とスラッシュ「/」で行ってください。

（２）同一牛の「出生と死亡の届出」は同時にできません。送信すると異動
内容に農場にいない牛と表示されます。出生の届出がデータベース上に
反映された事を確認してから、同一牛の「死亡」の届出を行ってください。

（３）同一牛の出生の届出、異動の届出は同日につき一度のみとなりま
す。送信すると個体識別番号に既に登録済みと表示されます。エラーと
なった届出についても翌日以降再届出をお願いします。
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◇雌のホルスタイン種等の出生の届出を行った場合

届出Webシステムから、性別が雌で、品種がホルスタイン種、

ジャージー種、乳用種の牛の出生の届出を行った場合、続けて（一
社）日本ホルスタイン登録協会あての自動登録における希望名号や
登録放棄・延長等に関する申込を行うことができます。

届出を受付した中に該当する情報が含まれる場合、以下のボタン
が表示されます。なお、届出を行った当日中であれば、「本日受付し
たデータのページ」にも以下のボタンが表示されます。

①自動登録を希望する場合は、「報告対象牛一覧」をクリックしてくだ
さい。
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【ご注意ください】
日本ホルスタイン登録協会あての自動登録ができるのは、最大50

頭までです。
届出Webシステムから自動登録の対象となる牛の届出を51頭以

上行った場合、個体識別番号の小さい順に最大50頭までを自動登録
対象牛として表示します。

51頭以上の申込を行いたい場合や、日本ホルスタイン登録協会
のシステム（②より先のWebページ）に関してご不明な点等ある場合
は、日本ホルスタイン登録協会へお問い合わせください。

②自動登録対象の牛の情報が表示されますので、確認の上、「日本
ホルスタイン登録協会自動登録補足情報入力」ボタンをクリックして
ください。

このボタンをクリックすると、日本ホル
スタイン登録協会のWebページへリン
クします。



異動の届出のページ画面

№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

4 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

5 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。
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異動の届出のページ画面

№ 項目 説明

6 一行取消 選択中の行を削除します。

7 農家コード 届出する農家コードを表示します。個体識別番号
から譲受け等又は譲渡し等の相手先コードまで
のいずれかのデータを入力した行に№2で表示さ
れている農家コードが自動入力されます。

8 個体識別番号 届出する牛の個体識別番号を入力します。№12
に表示されている個体識別番号をクリックすると、
自動入力されます。
また、キーボードから直接入力もできます。

9 異動内容 届出する牛の異動内容を入力します。プルダウン
で選択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

10 異動年月日 届出する牛の異動年月日を西暦で入力します。ク
リックするとカレンダーが表示されますので、日付
を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

11 譲受け等又は譲渡し等の相
手先コード

異動の相手先の農家コードを入力します。
死亡の場合は、死亡牛の引き渡し先（処分先）の
コードを入力します。ただし、「譲渡し等がない場
合」は、譲渡し先コードを[9999999999]（9×10桁）
と入力して届出してください。

12 繋養牛耳標一覧 №2で表示されている農家コードで繋養されている
牛の個体識別番号を表示します。耳標番号順、
拡大4桁番号順を選択し、「表示切替」をクリックす
ると、表示順序を変更できます。
また、他の農家等で転入の届出がなされた牛の
個体識別番号は青で表示します。
表示されている個体識別番号をクリックすると、
№8に自動入力されます。
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異動の届出のページ画面

№ 項目 説明

13 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

14 読み込み様式のダウンロー
ド

№13で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。

15 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

16 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。

17 前500件、次500件 繋養牛耳標一覧は500件ごとに表示し、表示対象
が500件を超える場合は、このボタンをクリックす
ることで表示内容が変わります。
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【ご注意ください】
（１）キーボードからの直接入力は、半角の数字で行ってください。
また、年月日入力は半角の数字とスラッシュ「/」で行ってください。

（２）同一牛の「出生と死亡の届出」は同時にできません。送信すると異動
内容に農場にいない牛と表示されます。出生の届出がデータベース上に
反映された事を確認してから、同一牛の「死亡」の届出を行ってください。

（３）同一牛の出生の届出、異動の届出は同日につき一度のみとなりま
す。送信すると個体識別番号に既に登録済みと表示されます。エラーと
なった届出についても翌日以降再届出をお願いします。



家畜市場取引の届出のページ画面 1

2

3

149

1311

12

6
5

10

№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

4 家畜市場の指定 ログイン中のユーザーの農家コードと届出する家
畜市場の農家コードが異なる場合は、届出する家
畜市場コードを入力し、指定するボタンを押してく
ださい。
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№ 項目 説明

5 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

6 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。

7 一行取消 選択中の行を削除します。

8 家畜市場コード 届出する家畜市場コードを表示します。個体識別
番号または取引日（市場開催日）にデータを入力
した行に№2で表示されている農家コードが自動
入力されます。ただし、№4で家畜市場の指定

を行っている場合は、そちらの農家コードが自動
入力されます。

9 個体識別番号 届出する牛の個体識別番号を入力します。

10 取引日 届出する牛の取引年月日を西暦で入力します。ク
リックするとカレンダーが表示されますので、日付
を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

11 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

12 読み込み様式のダウンロー
ド

№11で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。

13 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

14 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。

家畜市場取引の届出のページ画面
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【ご注意ください】
キーボードからの直接入力は、半角の数字で行ってください。
また、年月日入力は半角の数字とスラッシュ「/」で行ってください。



と畜場の届出のページ画面

№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

4 荷受業者コード 荷受業者のコードを入力します。荷受業者とと畜
者が同一の場合は、と畜者のコードを入力します。

5 と畜者コード と畜者のコードを入力します。№4の「荷受業者
コード」にと畜者のコードを入力した場合でも入力
してください。
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と畜場の届出のページ画面

№ 項目 説明

6 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

7 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。

8 一行取消 選択中の行を削除します。

9 譲受け等の相手先コード 譲受け等の相手先の農家コードを入力します。

10 個体識別番号 届出する牛の個体識別番号を入力します。

11 搬入年月日 届出する牛の搬入年月日を西暦で入力します。ク
リックするとカレンダーが表示されますので、日付
を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

12 とさつ年月日 届出する牛のとさつ年月日を西暦で入力します。
クリックするとカレンダーが表示されますので、日
付を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

13 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

14 読み込み様式のダウンロー
ド

№13で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。

15 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

16 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。
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【ご注意ください】
キーボードからの直接入力は、半角の数字で行ってください。
また、年月日入力は半角の数字とスラッシュ「/」で行ってください。



輸入の届出のページ画面 1

2
3

6
7

4
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№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。
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輸入の届出のページ画面

№ 項目 説明

4 輸入者の指定 ログイン中のユーザーの農家コードと届出する輸
入者の農家コードが異なる場合は、届出する輸入
者のコードを入力し、指定するボタンを押してくだ
さい。

5 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

6 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。

7 一行取消 選択中の行を削除します。

8 輸入者コード 届出する輸入者コードを表示します。動物検疫所
コードから雌雄の別までのいずれかのデータを入
力した行に№2で表示されている農家コードが自
動入力されます。ただし、№4で輸入者の指定

を行っている場合は、そちらの農家コードが自動
入力されます。

9 動物検疫所コード 動物検疫所のコードを入力します。

10 仕向先農家（譲渡し等の相
手先コード）

解放（通関）後の仕向先農家の農家コードを入力
します。

11 個体識別番号 届出する牛の個体識別番号を入力します。

12 出生年月日 届出する牛の出生年月日を西暦で入力します。ク
リックするとカレンダーが表示されますので、日付
を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

13 入検（輸入）年月日 届出する牛の入検（輸入）年月日を西暦で入力し
ます。クリックするとカレンダーが表示されますの
で、日付を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。
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輸入の届出のページ画面

№ 項目 説明

14 解放（通関）年月日 届出する牛の解放（通関）年月日を西暦で入力し
ます。クリックするとカレンダーが表示されますの
で、日付を選択すると入力できます。
また、キーボードから直接入力もできます。その
際は「年/月/日」形式で入力してください。

15 輸入牛の状態 届出する牛の状態を入力します。プルダウンで選
択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

16 種別 届出する牛の種別を入力します。プルダウンで選
択します。プルダウンで選択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

17 輸入先国コード 届出する牛の輸入先国コードを入力します。

18 雌雄の別 届出する牛の性別を入力します。プルダウンで選
択します。
また、キーボードから直接入力もできます。

19 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

20 読み込み様式のダウンロー
ド

№19で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。

21 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

22 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。
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【ご注意ください】
キーボードからの直接入力は、半角の英数字で行ってください（英字の

入力は№16のみです）。
また、年月日入力は半角の数字とスラッシュ「/」で行ってください。



№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

4 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

5 一行挿入 選択中の行の一つ上に空白行を挿入します（選
択中の行は色が変わります）。
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◆耳標再発行のページの説明



耳標再発行の届出のページ画面

№ 項目 説明

6 一行取消 選択中の行を削除します。

7 農家コード 再発行をする農家コードを表示します。個体識別
番号、枚数、再発行理由のいずれかのデータを
入力した行に№2で表示されている農家コードが
自動入力されます。

8 個体識別番号 再発行する牛の個体識別番号を入力します。
№11に表示されている個体識別番号をクリックす
ると、自動入力されます。
また、キーボードから直接入力もできます。

9 枚数 再発行する耳標の枚数を入力します。プルダウン
で「1.片耳」、「2.両耳」を選択します。

10 再発行理由 再発行する理由を入力します。プルダウンで「1.脱
落」、「2.装着ミス」、「3.その他」を選択します。

11 繋養および未装着耳標一覧 №2で表示されている農家コードの繋養および未
装着耳標一覧を最大500件表示します。耳標番号
順、拡大4桁番号順を選択し、「表示切替」をクリッ
クすると、表示順序を変更できます。

12 データ読込 クリック後、CSVファイルを指定すると、その内容
を読み込み、画面上に入力を行います。

13 読み込み様式のダウンロー
ド

№12で読み込むためのファイルをエクセル形式で
ダウンロードします。

14 データ送信開始 画面に入力された内容を家畜改良センターへ送
信します。

15 届出表の各項目（点線のエ
リア）

項目名をクリックすると、入力されているデータを
昇順（▲を表示）、降順（▼を表示）へ並び替えま
す。

16 前500件、次500件 繋養および未装着耳標一覧は500件ごとに表示し、
表示対象が500件を超える場合は、このボタンを
クリックすることで表示内容が変わります。
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◆データの読込（CSVファイル）

「データの読込」を利用したデータの入力手順について説明します。こ
の機能を利用することで、エクセルに記入した内容を届出のページへ
直接入力することができます。

①各届出のページ左下の「読込様式のダウンロード」をクリックし、様
式（エクセルファイル）を入手します。

②「入力方法」の入力要領をご確認の上、「入力シート」に届出したい
内容を入力してください。

【参考】ダウンロードしたファイルで以下のメッセージが表示された場合は、「編集を
有効にする」をクリックしてご利用ください。

入力方法 入力シート

シートの切り換えはこち
らのタブで行います
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③データの入力が終了した様式を、「入力シート」を表示した状態で
CSVファイルとして保存します。

ファイル名は任意です

CSVを指定します

④「データの読込」をクリックし、③で保存したCSVファイルを指定します。

32



⑤データが画面上の表に取り込まれ、表示されます。

【ご注意ください】
様式の合っていないCSVファイルは取り込みできません。また、様式は

届出の内容や代行による届出ごとに異なります。
画面上の表に取り込まれた内容は、データ送信前に再度ご確認ください。
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届出内容 主な利用者
届出に係わる様式

本人による届出 代行による届出

出生
農家（牛の管理者）
代行報告者（農協）など

出生届出読込様式 出生届出読込様式（代行）※1

異動
農家（牛の管理者）
代行報告者（農協）など

異動届出読込様式 異動届出読込様式（代行）※1

耳標再発行
農家（牛の管理者）
代行報告者（農協）など

耳標再発行請求読込様式 耳標再発行請求読込様式（代行※1

家畜市場 家畜市場 家畜市場取引届出読込様式

と畜
と畜場
荷受け業者

と畜届出読込様式

輸入
輸入者
代行報告者（通関業者な
ど）

輸入届出読込様式

読込様式（CSVファイル）

読込様式には、上記の種類がありますので届出の目的にあわせ、必
ず指定の様式を用いて届出してください。

https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E5%87%BA%E7%94%9F%E5%B1%8A%E5%87%BA%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E5%87%BA%E7%94%9F%E5%B1%8A%E5%87%BA%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F%EF%BC%88%E4%BB%A3%E8%A1%8C%EF%BC%89.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E7%95%B0%E5%8B%95%E5%B1%8A%E5%87%BA%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E7%95%B0%E5%8B%95%E5%B1%8A%E5%87%BA%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F%EF%BC%88%E4%BB%A3%E8%A1%8C%EF%BC%89.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E8%80%B3%E6%A8%99%E5%86%8D%E7%99%BA%E8%A1%8C%E8%AB%8B%E6%B1%82%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E8%80%B3%E6%A8%99%E5%86%8D%E7%99%BA%E8%A1%8C%E8%AB%8B%E6%B1%82%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F%EF%BC%88%E4%BB%A3%E8%A1%8C%EF%BC%89.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/家畜市場取引届出読込様式.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/%E3%81%A8%E7%95%9C%E5%A0%B4%E5%B1%8A%E5%87%BA%E8%AA%AD%E8%BE%BC%E6%A7%98%E5%BC%8F.xlsx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/輸入届出読込様式.xlsx


◆データの読込（CSVファイル）代行届出版

①届出を行う方の農家コードとパスワード（農協であれば、農協の
農家コードとパスワード）でログインします。

②届出したいメニューをクリックします。

③ 「代行で届出」をクリックします。
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このボタンは、「家畜個体識別代

行届出（報告）システム利用申請
書」を提出しないと表示されませ
ん



⑤各届出のページ左下の「読込様式のダウンロード」をクリックし、
様式（エクセルファイル）を入手します。

35

代行のページは○に（代行）と表示さ
れ、代行する管理者の指定欄と代行す
る管理者の情報欄が出ます。

代行で届出する場合の読込様式の取
得は、このページの「読込様式のダウ
ンロード」ボタンをクリックしてください。

④代行のページが表示されます。



⑥ 「入力方法」の入力要領をご確認の上、「入力シート」に届出したい
内容を入力してください。

⑦データの入力が終了した様式を、「入力シート」を表示した状態で
CSVファイルとして保存します。

36

入力方法

シートの切り換えはこち
らのタブで行います

入力シート

【参考】ダウンロードしたファイルで以下のメッセージが表示された場合は、「編集を
有効にする」をクリックしてご利用ください。

ファイル名は任意です

CSVを指定します



⑧ 「データの読込」をクリックし、⑦で保存したCSVファイルを指定
します。

⑨データが画面上の表に取り込まれ、表示されます。

37

代行のページはここに
（代行）と表示されます。

代行する管理者を指定
しないで、「直接入力」
にします。

農家コード・名称が指定
なしであることを確認しま
す。



⑩内容を確認し、データ送信します。

【ご注意ください】
様式の合っていないCSVファイルは取り込みできません。また、様式は届出

の内容や代行による届出ごとに異なります。

(例)
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◆本日受付したデータ
①トップ画面を表示し、「本日受付したデータ」をクリックします。

②「本日受付したデータのページ」が表示されます。

「印刷」をクリックすると、ページの内容を表示した印刷用画面が開き
ます。

なお、このページで表示される内容については、受付された状態のものです。この後、エ
ラーとなり登録されない場合があります。

届出の翌日以降、登録完了メール、またはトップ画面メニューの「届出内容確認」より、登
録・エラーの確認を必ず行ってください。
耳標の再発行請求については、届出完了メールにて確認してください。
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◆届出内容確認

①トップ画面を表示し、「届出内容確認」をクリックします。

②過去90日以内で届出された年月日が表示されますので、確認した
い日付の「確認する」をクリックします。

40

届出当日の処理においてエラーとなっ
た内容については届出翌日に送信さ
れます届出完了メールで確認してくだ
さい。

その後の再処理によって登録となった
内容については登録翌日に届出完了
メールが送信されます。

耳標の再発行請求については、届出完了メールにて確認してください。



③届出データの処理結果が表示されます。
「印刷」をクリックすると処理結果を表示した印刷用画面が開きます。
「CSV形式でダウンロード」をクリックすると、処理結果を表示したCSV
形式のファイルをダウンロードすることができます。

エラーが解消されると、表示から削除されます。

41
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原因
エラー
コード 対処方法について

1.持ち主でない耳

標で出生届出（報
告）をしていません
か。

A10216 ・届出Webシステムにログイン後、【繋養お
よび在庫耳標一覧】により確認ください。

・自己の農場の耳標でない場合は、農協な
ど所属団体、都道府県畜産主務課を通じ
て耳標の管理換えを行ってください。

2.出生届出（報告）

がされていない牛
を転入・転出届出
（報告）または、死
亡届出（報告）をし
ようとしていません
か。

A10218
A10238

・出生農家をご存じの場合、出生届出（報
告）を行うよう連絡をしてください。または、
個体識別番号を確認してください。

・出生農家による出生届出（報告）の完了
後に異動届出（報告）などが可能となります。

3.届出（報告）され

ている内容と、転
入・転出の日付に
矛盾はありません
か。

転入
A10116
A10211
A10212
A10223
転出
A10118
A10222
A10223
A10224
A10232

・牛の異動日をインターネット（牛個体識別
情報検索サービス）で確認してください。

・確認の結果、自分の届出（報告）が正しい
場合は、前の牛の管理者に連絡するかわ
からない場合は、最寄りの地方農政局等、
（独）家畜改良センター個体識別部まで連
絡してください。

・また、過去に自分の行った届出（報告）に
間違いがあった場合は、修正請求を行って
ください。

4.誤った個体識別

番号（耳標番号）
で届出（報告）して
いませんか。

A10102
A10127

・子牛の個体識別番号（耳標番号）を確認
し、正しい個体識別番号（耳標番号）で届
出（報告）してください。

【出生、転入・転出届出（報告）が出来なかった。】

◆届出エラーと対処法について



43

原因
エラー
コード 処方法について

1.転入届出（報告）

は完了しています
か。

A10232 ・インターネット（牛個体識別情報検索サー
ビス）で確認してください。

・確認の結果、未届出（報告）の場合は、先
に転入届出（報告）をしてください。

2.転出届出（報告）

済み、または、次の
牛の管理者から転
入届出（報告）済み
ではありませんか。

A10234 ・自分の農場にいる牛しか耳標の再発行
請求は行えません。

・転入先の牛の管理者が耳標の再発行請
求を行ってください。

【耳標の再発行請求が出来なかった。】

◆原因が特定できないときは、家畜改良センター、または
最寄りの地方農政局等までお問い合わせください。

【家畜改良センターお問い合わせ先】

TEL：0248-48-0596
E-mail：id@nlbc.go.jp

（メールを送られる際は、お名前、農家コード、お電話番号もお知らせください）

【ご注意ください】
システム上同じ個体識別番号の耳標を再発行請求中に再発行請求を行う

ことはできません。当初の再発行耳標がお手元に届いてから、改めて再発行
請求を行って下さい。



◆認証コードについて

44

認証コードとは、届出内容の修正、繋養および在庫耳標一覧の閲
覧と取得、飼養地情報のインターネット等での表示の設定の際に必
要となるコードです。

これらの機能を利用したい場合は、以下を参考に事前に認証コー
ドを取得し、確認を行ってください。

①トップ画面の「ユーザー情報確認・変更」をクリックしてください。

②「認証コード入力・発行」をクリックしてください。



④メールを受信したら、記載されている認証コードを入力します。
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③認証コードを発行する場合は、「発行する」をクリックしてください。

送信先として表示されているメールアドレスあてに認証コードが記載
されたメールが送信されます。

＊＊＊＊は、
アルファベット＋数字＋アルファベット＋数字
の半角4桁です。
アルファベットは大文字小文字を区別します。

ここへ入力し、「確認する」をクリックします。

うまく入力できない場合は、メールの該当部分
をコピー＆貼り付けしてみてください。
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⑤認証コードが確認されると、以下のような表示になります。

認証コード確認後は①｢戻る」、②｢トップへ戻
る｣の順にクリックし、トップ画面に戻ります。
※画面左上の←（矢印）で戻ると認証コードが
確認されません。

1

2
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トップ画面にも
このように表示されます。

【ご注意ください】
◆認証コードは「発行する」ボタンを押す度に変更され、最後に発行したも
ののみ有効となります。

◆発行した認証コードの有効期間は、発行当日限りです。翌日以降は、再
度発行してください。

◆一度認証コード確認を行うと、ログアウトするまで有効です。修正、繋養
および在庫耳標一覧等の都度、認証コードを確認する必要はありません。
（ログアウトした場合は、再度認証コードの確認を行ってください）



◆修正請求のページの説明

①トップ画面の「修正」をクリックすると、以下の画面が表示されます。

48

届出Webシステムでは、自分で行った届出、または自分が繋養し
ていた牛の履歴について、修正又は取消請求することができます。

この機能を利用するには、事前に認証コードを取得し、確認を行っ
てください（詳しくは、本マニュアルの「◆認証コードについて」をご覧
ください。

②入力した個体識別番号の履歴が表示されます。このうち、修正でき
るものは「修正可」と表示されます。

修正を行いたい個体識別番号を入力し、
「確認」をクリックします。

修正したい履歴の「修正可」のリンクをクリッ
クします。

なお、修正できない履歴は「修正不可」、修
正請求受付中の履歴は「修正中」と表示され
クリックできません。



③修正したい内容を変更し、「修正する」をクリックします。履歴を全て
取り消す場合には「取消する」ボタンをクリックします。
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【ご注意ください】

（１）請求した内容は、家畜改良センターで確認を行います。請求後、直ちに履歴へ反
映はされません。履歴への反映までに数日かかる場合があります。

（２）届出Webシステムから修正・取消が可能な届出は、出生、異動（転出、転入、死
亡）です。また、修正できる項目は、次のとおりです。

出生：出生年月日、雌雄の別、母牛個体識別番号、種別
転出・転入・死亡：異動年月日、相手先コード

○届出Webシステムから「転入↔転出」および「転出↔死亡」の修正はできません。
上記以外の項目を修正する場合は、家畜改良センターへお問い合わせください。

〒961-8511
福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原1番地
（独）家畜改良センター 個体識別部

TEL：0248-48-0596
E-mail：id@nlbc.go.jp

（メールを送られる際は、お名前、農家コード、お電話番号もお知らせください）
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④確認画面が表示されますので、よろしければ「修正する」または「取
消する」をクリックします。

前の画面で「修正する」をクリックしている場合、「取消す
る」は表示されません（逆に、前の画面で「取消する」をク
リックしている場合、「修正する」は表示されません。



52

⑤この画面が表示されると、修正（取消）請求は完了です。

このほか、４８ページ②で「修正可」となって
いた表示も「修正中」に変更されます。
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【参考】
請求した内容により、以下のような確認画面が表示されることがあります。
間違って入力している場合は、「入力画面に戻って修正する」をクリックして修正し
てください。
なお、「この内容のままで報告する」をクリックすると、後日、家畜改良センターよ
り問い合わせする場合があります。

【届出Webシステム以外の修正請求について】
修正・取消については、「牛個体識別全国データベースの記録の修正等
に関する手続」に定める様式により請求することもできます。
（詳しくは、こちらのWebページをご覧くだい
https://www.id.nlbc.go.jp/data/syusei.html ）。
また、家畜市場取引、と畜場、輸入の届出の修正・取消については、家畜
改良センターへお問い合わせください（お問い合わせ先はこのマニュアルの
裏表紙をご覧ください）。



◆繋養および在庫耳標一覧のページ画面の説明
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届出Webシステムでは、自身が繋養している牛の情報や保存して
いる在庫耳標の確認を行うことができます。

この機能を利用するには、事前に認証コードを取得し、確認を行っ
てください（詳しくは、本マニュアルの４４ページ「◆認証コードについ
て」をご覧ください。

繋養および在庫耳標一覧のページ画面

№ 項目 説明

1 トップへ戻る トップ画面に戻ります。

2 ユーザー情報 ログイン中のユーザーの農家コードと名称を表示
します。

3 ログイン日時 前回ログインした日時と、今回ログインした日時を
表示します。

8
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繋養および在庫耳標一覧画面

№ 項目 説明

4 管理者の指定 繋養および在庫耳標一覧を表示したい管理者の
農家コードを指定します。№2のユーザー情報以
外の管理者については、同意が得られていないと
指定しても表示されません（詳しくは次ページ参
照）。

5 指定した管理者の情報 指定した管理者の農家コード、名称が表示されま
す。

6 印刷 入力内容印刷用画面を別ウィンドウで開きます。

7 CSV形式でダウンロード 表示している繋養および在庫耳標一覧をCSV形式
のファイルでダウンロードします。

8 表示順 繋養および在庫耳標一覧の表示順をラジオボタ
ンで指定できます。初期値は拡大4桁番号順です。

9 個体識別番号 繋養牛の個体識別番号、または在庫耳標番号を
表示します。

10 耳標装着状態 耳標の装着状態を表示します。繋養牛は「1.装
着」、在庫耳標は「0.未装着」と表示されます。

11 雌雄の別 繋養牛の雌雄の別を表示します。

12 出生年月日 繋養牛の出生年月日を表示します。

13 種別 繋養牛の種別を表示します。

14 母牛個体識別番号 繋養牛の母牛の個体識別番号を表示します。

15 最終分娩年月日 繋養牛が分娩している場合、最終分娩年月日を
表示します。

16 転入年月日 繋養牛の転入年月日を表示します。

17 前500件、次500件 繋養および未装着耳標一覧は500件ごとに表示し、
表示対象が500件を超える場合は、このボタンを
クリックすることで表示内容が変わります。
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【ユーザー情報以外の管理者の指定について】

ユーザー情報以外の管理者の繋養および在庫耳標一覧を表示す
る場合は、表示したい管理者の同意が必要です。

①「届出Web システムの代行届出（報告）関係申込様式｣の ２届出
Webシステムで｢自分以外の農家の繋養牛一覧、在庫耳標一覧を閲

覧する｣場合にあります利用申込書と代行される農家の｢同意書｣別
添または別記（複数人用）を家畜改良センターに郵送してください。

②独立行政法人家畜改良センター牛個体識別全国データベース利
用規程第４条第三号に基づき、同規程別紙３により利用請求を行っ
てください。
◆独立行政法人家畜改良センター牛個体識別全国データベース利用規程
◆同規程別紙３（様式） （ ｗｏｒｄ ）
◆同規程別紙３（書き方） （ ＰＤＦ ）

登録件数が多い場合お問い合わせください。

https://www.id.nlbc.go.jp/html/daikou.html
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/riyou_kitei_20230914.pdf
https://www.id.nlbc.go.jp/word/request_form_03.docx
https://www.id.nlbc.go.jp/pdf/how_to_request_03.pdf


◆ユーザー情報確認・変更

①トップ画面の「ユーザー情報確認・変更」をクリックしてください。

②ユーザー情報確認画面が表示されます。

メールアドレスやパスワードを変更したいときは、この画面の「変更
する」をクリックしてください。

メールアドレスの変更
手順は５８ページ参照

パスワードの変更手順
は６０ページ参照
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◆メールアドレスの変更

①トップ画面の「ユーザー情報確認・変更」をクリックしてください。

②ユーザー情報確認画面が表示されます。
メールアドレスの「変更する」をクリックしてください。

③変更後のメールアドレスを入力し、「変更する」をクリックしてください。
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④変更が反映されたユーザー情報確認画面に戻ります。
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この内容が表示されます。表示後、｢認証コード入力･発
行」ボタンを押し、認証コード発行・確認のページの「発行
する」を押しメールが届くことを確認してください（メールアド
レス変更受付確認のメールは送信されません）。



◆パスワードの変更

①トップ画面の「ユーザー情報確認・変更」をクリックしてください。

②ユーザー情報確認画面が表示されます。
パスワードの「変更する」をクリックしてください。

③現在のパスワードを「旧パスワード」に、変更後のパスワードを「新
パスワード」に入力し、「変更する」をクリックしてください。
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④ユーザー情報確認画面に戻ります。
変更したパスワードの登録が完了しますと、メールで送信されます。
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この内容が表示され、以下の内容のメールが送信されます。

★セキュリティ強化のため、パスワードの定期的な変更を
お勧めします。
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◆飼養地情報のインターネット等での公表

届出Webシステムでは、牛の管理者が個体識別番号検索結果に

氏名又は名称、飼養施設の所在地（市町村名まで）を公表するかど
うかの手続きを行うことができます。

この機能を利用するには、事前に認証コードを取得し、確認を行っ
てください（詳しくは、本マニュアルの４４ページ「◆認証コードについ
て」をご覧ください。

①トップ画面の「ユーザー情報確認・変更」をクリックしてください。

②ユーザー情報確認画面が表示されます。

飼養地情報のインターネット等での公表の「変更する」をクリックして
ください。
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③現在の設定を確認の上、公表に同意する場合は「同意する」、同意
しない場合は「同意しない」をクリックしてください。

「同意する」をクリックすると、自身が繋養している、
または繋養していた牛の個体識別番号検索結果に、
氏名又は名称、飼養施設の所在地（市町村名まで）
が表示されます。

④手続きが終了すると、以下の画面が表示されます。

この内容が表示されます（変
更受付確認のメールは送信
されません）。



◆代行による届出（代行する管理者の指定）

代行による届出（牛の管理者等に代わって、農協等が届出を行うこと）
を行う場合に使用する機能について説明します。
この機能は、出生、異動の届出のページでご利用いただけます。
各入力項目については、「◆届出画面の説明」ページをご覧ください。
この機能を利用するには、事前に、「家畜個体識別代行届出（報告）システム利用申請書」
を家畜改良センターに提出する必要があります。
未提出の場合は、こちらのページをご覧いただき、利用申請書を提出してください。

→https://www.id.nlbc.go.jp/data/syorui_dairi.html

なお、既にインターネット代行届出（報告）システムの利用申請を行っている方（「家畜個体
識別代行届出（報告）システム利用申請書」に、報告方法「１ インターネット報告」を指定し
て提出いただいている方）で、届出Webシステムでも代行の届出を行いたい場合は、設定

を行いますので電話またはメールで家畜改良センターへご連絡ください（連絡先はこのマ
ニュアルの裏表紙をご覧ください）。

①届出を行う方の農家コードとパスワード（農協であれば、農協の農
家コードとパスワード）でログインします。

②届出したいメニューをクリックします。
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③「代行で届出」をクリックします。

④代行のページが表示されます。
●代行する管理者（農家コード）を指定して入力したい場合
→以降、⑤、⑥

●代行する管理者（農家コード）を指定せず直接入力したい、または
データ読込（CSV）を行いたい場合
→以降、⑦、⑧

を参照してください。
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このボタンは、 「家畜個体識別代

行届出（報告）システム利用申請
書」を提出しないと表示されませ
ん



⑤初めて代行する管理者（農家コード）を指定する場合は、左側の入
力欄に指定する農家コードを入力してください。

一度入力した農家コードは、お使いのパソコンへ保存され、次回か
らは右側のプルダウンで表示されます。
農家コードを入力、指定したら、「指定する」をクリックします。

⑥代行する管理者が指定されますので、以降は届出内容の入力を
行ってください。
なお、この状態でデータ読込（CSVファイル）はできません。

初めて入力（指定）する農
家コードはこちらへ入力し
てください。

以前指定したことのある農家
コードはプルダウンをクリックす
ると、こちらに表示されます。

農家コードを入力、指定した
ら、「指定する」をクリックし
ます。
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「代行する管理者の情報」
で表示されている管理者の
情報に切り替わります

代行する管理者が指定されます。

農家コードは、「代行する
管理者の情報」に表示さ
れている農家コードが自
動入力されます。



⑦ 「直接入力」を指定する場合は、左側の入力欄は空欄にして、「直
接入力」を表示し、「指定する」ボタンをクリックしてください。
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空欄にします 「直接入力」を指定します

「直接入力」を指定後、
「指定する」をクリック
します

⑧ 「代行する管理者の情報」が空欄となり、農家コードが直接入力で
きるようになります。以降は届出内容の入力を行ってください。

農家コードを表に直接入力
できます（自動入力されま
せん）。

「代行する管理者の情報」
が指定されていないので、
こちらは表示されません

空欄になります。
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【ご注意ください】
代行でデータの読込（CSVファイル）を行う場合は、以下の点にご

注意ください。詳しくは本マニュアルの３４ページ「◆データの読込
（CSVファイル）代行届出版」をご覧ください。

（２）代行のページでデータの読込を行う際には、代行する管理者は
指定せず、 「直接入力」を指定してください。（代行する管理者が
指定されている状態ですと、データの読込はできません）。
直接入力を指定する方法は、前ページの⑦、⑧をご覧ください。

（１）ユーザー自身の届出の場合と、代行で届出する場合では様式
が異なります。ユーザー本人用の様式でデータの読込はできま
せんので、代行のページで取得した読込様式をお使いください。

代行のページはここに
（代行）と表示され、代
行する管理者の指定欄
と代行する管理者の情
報欄が出ます。

代行で届出する場合の
読込様式の取得は、こ
のページの「読込様式
のダウンロード」ボタン
をクリックしてください。



【本マニュアルに関するお問い合わせ先】

〒961-8511
福島県西白河郡西郷村大字小田倉字小田倉原1番地

（独）家畜改良センター 個体識別部

TEL：0248-48-0596
E-mail：id@nlbc.go.jp

（メールを送られる際は、お名前、農家コード、お電話番号もお知らせください）
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